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八
月
二
八
日
（
金
）
～
三
〇
日

（
日
）、
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
で
行

わ
れ
た
教
区
礼
拝
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
『
旅
』
と
い

う
一
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
い
、
前

半
は
植
松
主
教
の
「
巡
礼
の
旅
」、

松
井
司
祭
の
「
洗
礼
・
堅
信
を
め

ぐ
っ
て
」、
池
田
司
祭
の
「『
ユ
ー

カ
リ
ス
ト
』
信
仰
の
旅
路
～
わ
た

し
の
場
合
」、菊
池
泰
子
先
生
（
東

京
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
・
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
）
の
「
聖
歌
と
の
出
会
い
は

い
つ
も
楽
し
い
！
（
信
仰
の
旅
路

と
聖
歌
）」
の
、
四
人
の
講
師
に

よ
る
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

自
分
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
て

か
ら
今
日
ま
で
の
歩
み
を
、
信
仰

の
旅
と
し
て
思
い
起
こ
す
、
そ
し

て
人
生
の
様
々
な
場
面
で
の
聖
歌

を
考
え
て
み
る
、
等
、
今
ま
で
考

え
て
も
み
な
か
っ
た
角
度
か
ら
自

分
の
信
仰
の
歩
み
を
見
つ
め
る
た

め
の
素
敵
な
き
っ
か
け
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

後
半
は
四
～
六
名
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
私

の
旅
に
つ
い
て
語
ろ
う
」
と
、
そ

の
後
全
体
で
「
分
か
ち
合
い
の
時

間
」
を
持
ち
、
夜
は
「
話
そ
う
・

歌
お
う
タ
イ
ム
」
で
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
聖
歌
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
、
そ

れ
を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
改
め

て
礼
拝
の
中
で
の
聖
歌
の
意
味
、

歌
い
賛
美
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

礼
拝
の
お
恵
み
を
よ
り
深
く
感
じ

る
事
が
で
き
る
の
だ
、
と
思
い
ま

し
た
。

　

食
事
の
時
間
や
休
憩
時
間
も
と

て
も
楽
し
く
、
普
段
な
か
な
か
お

会
い
で
き
な
い
他
教
会
の
方
々
と

の
お
話
も
尽
き
ま
せ
ん
。
大
変
多

く
の
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

有
意
義
な
三
日
間
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
の
準
備
や
き
め
細

や
か
な
ご
配
慮
で
、
全
て
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
な

お
か
つ
し
っ
か
り
学
び
理
解
を
深

め
る
事
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
礼

拝
研
修
会
を
毎
年
続
け
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
、
参
加
者
も
奏

　

朝
よ
り
小
雨
、
午
後
の
受
付
時

に
は
強
い
雨
と
な
り
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
に
こ
や

か
な
笑
顔
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

総
会
に
教
役
者
、
代
議
員
、
会
員
、

役
員
約
一
〇
〇
名
が
集
う
。

　

植
松
誠
主
教
、
チ
ャ
プ
レ
ン
の

池
田
亨
司
祭
に
よ
り
開
会
礼
拝
。

　

説
教
者
は
横
山
明
光
司
祭
「
マ

ル
タ
、
タ
ビ
タ
、
プ
リ
ス
キ
ラ
、

リ
デ
ア
の
偉
大
な
働
き
に
習
う
婦

人
会
」
と
題
し
お
話
。

　

一
五
時
よ
り
総
会
議
事
開
始
。

楽
者
や
奉
仕
者
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、聖
歌
隊
の
方
や
、

礼
拝
に
つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い

と
思
わ
れ
て
い
る
多
く
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
共
に
学
び

交
流
を
深
め
て
行
く
こ
と
が
で
き

た
ら
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

二
八
日
の
夕
食
を
用
意
し
て
く
だ

さ
っ
た
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
婦
人

会
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
感
謝
と
共
に
。

役
員
会
報
告
、
諸
報
告
、
第
一
号

～
第
四
号
議
案
会
計
報
告
承
認
。

第
五
号
～
第
七
号
議
案
、
感
謝
箱

献
金
お
捧
げ
先
は
、
札
幌
聖
ミ
カ

エ
ル
教
会
（
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

中
古
衣
料
送
料
の
た
め
）、
だ
い

じ
に
東
北
（
特
に
福
島
の
子
ど
も

の
た
め
）、「
自
立
支
援
ベ
ト
サ
ダ
」

（
札
幌
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
々
を
、

自
立
す
る
た
め
の
手
助
け
を
す

る
）に
お
捧
げ
す
る
こ
と
を
承
認
。

第
八
号
～
第
一
〇
号
議
案
の
一
食

献
金
お
捧
げ
先
（
北
海
道
教
区
婦

人
会
独
自
の
活
動
。
月
に
一
回
、

一
食
抜
い
て
飢
餓
に
苦
し
む
人
々

を
援
助
）。
ス
ー
ダ
ン
の
子
ど
も

の
た
め
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
子
ど
も

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
、
ア
ハ

リ
ー
・
ア
ラ
ブ
の
子
ど
も
病
院
を

支
援
す
る
た
め
に
、
お
捧
げ
す
る

事
を
承
認
。

　

一
七
時
よ
り
夕
の
礼
拝
。
池
田

司
祭
司
式
、
説
教
は
下
澤
昌
司
祭

「
愛
さ
れ
て
い
る
私
」
と
題
し
お

話
下
さ
い
ま
し
た
。

　

一
八
時
、夕
食
を
共
に
楽
し
む
。

　

夕
食
後
学
び
の
時
間
。
日
本
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所

属
、
現
地
ス
ー
ダ
ン
で
お
働
き
の
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（
五
頁
最
上
段
へ
）

感
謝　

北
海
の
光
献
金
（
敬
称
略
）



（5） 第675 号 北 海 の 光 2015年10 月20日発行（毎月20日発行）一部 55 円

今
井
高
樹
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え

す
る
。「
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
子
ど

も
達
と
私
達
に
出
来
る
事
」
と
題

し
、
映
像
を
見
な
が
ら
お
話
を
聞

く
。
質
疑
応
答
が
あ
り
、
私
達
の

献
金
が
お
役
に
立
っ
て
い
る
事
を

実
感
。
こ
の
後
お
楽
し
み
の
ミ
ニ

バ
ザ
ー
。
バ
ザ
ー
終
了
後
、
就
寝

前
の
祈
り
、
聖
歌
を
歌
い
一
日
目

を
終
了
。

　

二
日
目
、九
時
よ
り
朝
の
礼
拝
。

議
事
再
会
。
第
一
一
号
議
案
、
ブ

ロ
ッ
ク
集
会
継
続
の
件
は
承
認
。

　

今
回
い
つ
も
と
違
い
、
礼
拝
で

捧
げ
ら
れ
た
各
教
会
の
代
祷
は
、

平
和
に
つ
い
て
多
く
捧
げ
ら
れ
て

い
た
こ
と
で
し
た
。
私
達
一
人
ひ

と
り
の
思
い
が
、
多
く
の
教
会
の

思
い
と
な
り
お
捧
げ
さ
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
思
い
を
共
有

し
、
平
和
の
一
助
と
な
る
よ
う
に

と
祈
り
ま
す
。

　

会
長
選
挙
は
、
再
任
。
そ
の
後

各
教
会
の
近
況
報
告
を
行
い
、
閉

会
の
祈
り
を
捧
げ
、
一
一
時
三
〇

分
、
又
の
再
会
を
願
い
な
が
ら
閉

会
。

　

信
施
金
は
ス
ー
ダ
ン
の
難
民
支

援
の
た
め
に
お
捧
げ
し
ま
し
た
。

　

主
の
平
和　

私
は
神
学
院
を
終

え
、三
月
に
札
幌
へ
戻
り
ま
し
た
。

六
月
か
ら
三
か
月
毎
に
教
会
を
替

わ
り
な
が
ら
市
内
で
実
習
を
し
て

い
ま
す
。
六
月
か
ら
八
月
迄
は
、

札
幌
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
で
の
実
習

で
し
た
。

　

実
習
は
、
主
日
礼
拝
の
奉
仕
に

始
ま
り
、
聖
ミ
カ
エ
ル
幼
稚
園
の

行
事
の
参
加
や
日
曜
学
校
等
で
の

聖
話
、
司
祭
と
共
に
信
徒
や
病
者

訪
問
、そ
し
て
、牧
師
主
催
の
「
ロ

ザ
リ
オ
の
会
」「
招
き
の
会
」「
礼

拝
に
つ
い
て
」
等
の
学
び
へ
の
出

席
、
ま
た
、
毎
週
二
か
所
で
行
わ

れ
て
い
る
「
家
庭
集
会
」
や
信
徒

の
親
睦
会
「
コ
イ
ノ
ニ
ア
」
に
も

参
加
し
、
皆
さ
ん
と
交
わ
り
を
深

め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
三
か
月
間
の
実
習
か
ら
、

私
が
強
く
感
じ
た
の
は
、
人
と
人

が
支
え
合
っ
て
生
き
る
大
切
さ
で

す
。
神
学
は
「
す
る
こ
と
」
で
あ

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
都
合

の
良
い
時
間
に
、
自
分
の
出
来
る

事
を
す
る
。
私
は
教
会
信
徒
の

方
々
に
こ
の
支
え
合
う
心
を
感
じ

ま
し
た
。素
晴
ら
し
い
事
で
す
が
、

持
続
性
を
考
え
る
と
「
言
う
は
易

く
行
う
は
難
し
」
で
す
が
、
教
会

で
は
そ
れ
が
い
つ
も
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
教
会
や
併
設

の
幼
稚
園
を
囲
む
生
垣
は
歩
道
に

沿
っ
て
伸
び
、
園
庭
の
芝
生
と
共

に
い
つ
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
会
内
に
お
い
て
は
聖
餐
式
が
終

わ
る
と
、
オ
ル
タ
ー
ギ
ル
ド
、
聖

堂
掃
除
、
昼
食
当
番
の
各
グ
ル
ー

プ
は
夫
々
の
奉
仕
を
始
め
る
の
で

す
が
、
オ
ル
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
週

に
一
度
の
聖
具
類
の
後
片
付
け

を
、「
い
つ
も
楽
し
く
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
、
聖
堂
掃
除
に
お
い

て
は
老
若
男
女
混
合
で
、
掃
除
機

を
操
作
す
る
人
、
イ
ス
の
座
布
団

を
整
え
、
乾
拭
き
を
す
る
人
が
い

ま
す
。
そ
し
て
、
昼
食
当
番
の
皆

さ
ん
は
、
愛
情
の
沢
山
入
っ
た
食

事
を
提
供
し
て
下
さ
り
つ
い
つ
い

食
堂
に
長
居
を
し
て
し
ま
い
が
ち

で
し
た
。

　

私
に
は
こ
の
支
え
合
う
心
が
、

自
分
の
出
来
る
時
間
に
、
出
来
る

事
を
す
る
と
言
う
極
自
然
な
営
み

に
見
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
キ

リ
ス
ト
の
身
体
で
あ
る
教
会
を
皆

さ
ん
で
一
諸
に
成
長
さ
せ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

公　　示
救主降生 2015 年 9 月 30 日

日本聖公会北海道教区
主教　ナタナエル　植松　誠

　神のお許しがあれば、下記のように聖職按
手式を執行し、
　聖職候補生　クリストファー　永谷亮を　公会の
執事に叙任いたします。
　主にある諸教会の代祷をお願いいたします。

　　　　　　　　　記

日　時　2015 年 11 月 23 日（月）午前８時
場　所　日本聖公会北海道教区主教座聖堂
　　　　（札幌キリスト教会）
　　　　〒060-0808　札幌市北区北 8条西 6丁目 2
説　教　司　祭　グレゴリー　松井新世
式典長　司　祭　ペ　テ　ロ　大町信也
祭　色　赤を用います。
　なお、この聖職按手式は、教区会聖餐式の
中で行われます。

、本教区会書記及び教区会会計を次のように任
命 。

日本聖公会北海道教区
第 （定期）教区会を下記のように招集します。

救主降生 年 月 日

日時 年 月 日（日）午後 時 分
年 月 日（月・祝）午後 時

場所 日本聖公会北海道教区主教座聖堂
（札幌 教会）
札幌市北区北 条西 丁目

74

2015 10

2015 11 22 30
2015 11 23

2- 18

公 示

から
まで

キリスト

１

５
４

８ ６

日本聖公会北海道教区
教区会議長
主 教

教区会書記 司 祭

聖職候補生

教区会会計 財政部長

ナタナエル

サ ム エ ル

クリストファー

ト マ ス

植 松 誠

なお
します

吉野暁生

永谷　亮

鏡谷光司

支
え
合
う
心
　
―
実
習
レ
ポ
ー
ト
―

　
　
聖
職
候
補
生
志
願
者
　
エ
リ
ザ
ベ
ツ
　
阿
　
部
　
恵
　
子

（
四
頁
か
ら
）

植
松
喜
久
江（
柏
原
市
）



（6）第675 号北 海 の 光2015年10 月20日発行（毎月20日発行）一部 55 円

▽
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会

　

時
の
政
権
が
民
意
を
踏
み
に
じ

り
筋
の
通
ら
な
い
法
案
を
無
理
矢

理
可
決
す
る
な
か
、
そ
れ
で
も
私

た
ち
は
平
和
を
祈
り
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
三
日
は
敬
老

礼
拝
。
礼
拝
後
信
仰
の
先
輩
た
ち

を
囲
ん
で
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
し
ま
し
た
。
一
〇
月
、
一
一

月
に
は
宣
教
一
二
〇
年
を
記
念
す

る
行
事
が
二
つ
。
一
〇
月
一
七
日

児
童
文
学
者
の
斎
藤
惇
夫
氏
の
講

演
会
。
一
一
月
三
日
テ
ノ
ー
ル
歌

手
小
貫
岩
夫
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
。準
備
に
大
忙
し
。二
七
日「
群
」

一
〇
四
号
の
発
行
。
こ
れ
も
民
意

を
無
視
し
再
稼
働
に
向
か
う
原
発

の
特
集
。
神
様
の
望
む
平
和
が
、

危
機
的
状
況
と
感
じ
ま
す
。

▽
函
館
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　

九
月
一
三
日
恒
例
の
大
バ

ザ
ー
。

　

検
討
を
重
ね
、
今
年
は
ホ
ー

リ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
リ
べ
リ
ナ
教
区

ブ
ー
ス
を
新
設
す
る
な
ど
、
よ
り

教
会
ら
し
い
バ
ザ
ー
と
な
っ
た
。

小
雨
。

　

ベ
ロ
ニ
カ
引
地
桂
子
姉
、
札
幌

医
大
病
院
で
下
澤
司
祭
に
よ
り
病

床
洗
礼
を
受
け
、
二
五
日
教
会
信

徒
・
音
楽
仲
間
達
に
見
守
ら
れ
て
、

御
国
へ
旅
立
た
れ
た
。
御
霊
の
上

に
光
明
と
平
安
を
。

　

二
六
日
ヨ
ハ
ネ
小
貫
勇
作
兄
の

納
骨
埋
葬
式
・
逝
去
者
記
念
式
。

　

二
七
日
藤
井
司
祭
、
今
金
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
教
会
礼
拝
ご
奉
仕
。
函

館
は
小
貫
雅
夫
司
祭
、
小
貫
ツ
マ

司
祭
の
ご
奉
仕
に
よ
り
、
礼
拝
が

守
ら
れ
る
。
感
謝
。

▽
留
萌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

九
月
は
教
区
婦
人
会
総
会
で
始

ま
り
ま
し
た
。
小
林
栄
子
さ
ん
が

畑
仕
事
の
合
間
に
出
席
。
非
戦
平

和
を
願
う
総
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

名
寄
の
藤
井
さ
ん
夫
婦
は
、
孫

の
一
麻
（
か
ず
ま
）
ち
ゃ
ん
一
歳

を
連
れ
て
礼
拝
に
出
席
。
と
て
も

元
気
な
声
と
活
発
な
様
子
に
、
皆

一
様
に
目
が
細
ま
り
ま
し
た
。
健

や
か
な
成
長
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う

に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

手
芸
の
会
「
さ
く
ら
」
で
ご
指

導
を
頂
い
て
い
た
千
葉
雅
子
さ
ん

は
、
今
月
を
も
っ
て
終
了
。
喫
茶

店
で
の
展
示
会
も
無
事
に
終
わ

り
、
一
年
半
の
ご
指
導
に
感
謝
。

手
芸
の
会
は
今
後
も
継
続
。
好
き

な
手
仕
事
を
も
っ
て
集
ま
り
ま

す
。

▽
帯
広
聖
公
会

　

帯
広
聖
公
会
幼
稚
園
は
、
九
月

一
四
日
、
新
園
舎
で
初
め
て
の
運

動
会
で
し
た
。
沢
山
の
保
護
者
や

そ
の
ご
家
族
と
共
に
園
児
た
ち
の

成
長
し
頑
張
る
姿
に
目
を
細
め
、

大
声
で
応
援
し
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。
職
員
だ
け
で
な

く
、
大
勢
の
父
兄
の
協
力
で
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
さ
れ
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
九
月
二
三
日
に
は

八
〇
歳
以
上
の
方
の
ご
長
寿
を
祝

う
集
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年

は
六
名
の
方
を
囲
み
、
お
弁
当
に

舌
鼓
を
打
ち
談
笑
の
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
参
加
出
来
な
か
っ
た

方
も
合
わ
せ
て
今
後
い
つ
ま
で
も

ご
健
康
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う
祈
り

ま
し
た
。
九
月
二
七
日
、
秋
の
墓

地
礼
拝
と
飯
塚
家
で
の
交
わ
り
会

を
行
な
い
ま
し
た
。
感
謝
。

▽
平び

ら
と
り取

聖
公
会

　

六
日
バ
チ
ラ
ー
保
育
園
の
運
動

会
が
好
天
に
恵
ま
れ
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

二
七
日
植
松
主
教
の
巡
回
が
あ

り
、
新
冠
の
教
会
の
熊
谷
ま
き
子

さ
ん
を
訪
ね
る
た
め
前
京
都
教
区

主
教
武
藤
六
治
師
父
も
同
行
さ

れ
、
礼
拝
に
出
席
さ
れ
た
。

　

二
九
日
戦
前
の
富
田
恒
躬
執
事

の
お
孫
さ
ん
西
海
厚
子
ご
夫
妻
が

墓
参
の
た
め
平
取
に
来
ら
れ
、
内

海
牧
師
と
共
に
墓
地
礼
拝
を
さ
れ

た
。
六
年
前
に
は
母
福
本
ハ
ン
ナ

様
と
お
二
人
で
墓
参
に
こ
ら
れ
て

い
た
。
お
墓
は
吉
田
ハ
ナ
さ
ん
と

並
ん
で
建
っ
て
い
る
。

▽
新に

い
か
っ
ぷ冠
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
教
会

　

今
般
、
札
幌
の
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
教
会
よ
り
教
籍
を
移
さ
れ
た
大

久
保
健
一
・
は
る
か
さ
ん
ご
夫
妻

が
一
三
日
の
礼
拝
に
出
席
さ
れ
、

教
会
員
の
み
な
さ
ん
へ
ご
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。
夫
君
は
か
つ
て
奥

新
冠
の
ダ
ム
で
Ｉ
・
Ｔ
関
連
の
お

仕
事
を
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

　

二
七
日
は
主
教
様
の
後
期
の
巡

回
礼
拝
で
、
こ
の
度
は
前
の
京
都

教
区
主
教
で
い
ら
し
た
武
藤
六
治

師
父
も
ご
一
緒
下
さ
い
ま
し
た
。

同
師
は
旧
知
の
熊
谷
ま
き
子
さ
ん

を
お
訪
ね
く
だ
さ
り
、
こ
れ
で
植

松
主
教
を
取
り
上
げ
た
お
産
婆
さ

ん
と
、
オ
ム
ツ
を
替
え
た
青
年
と

が
合
揃
っ
た
次
第
で
し
た
。

▽
小
樽
聖
公
会

　

九
月
七
日
（
月
）、
マ
リ
ア
古

川
和
子
さ
ん
の
埋
葬
式
を
、
蘭
越

に
新
し
く
建
て
ら
れ
た
墓
の
聖
別

に
続
い
て
献
げ
ま
し
た
。
秋
晴
れ

の
空
が
高
い
一
日
で
し
た
。

　

二
〇
日
の
主
日
、
主
教
さ
ま
が

巡
回
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
七
日
礼
拝
後
、秋
の
大
掃
除
。

建
物
の
内
も
外
も
さ
っ
ぱ
り
し
ま

し
た
。

　

手
術
に
臨
ま
れ
る
方
、
入
院
予

定
の
方
、
体
調
が
思
わ
し
く
な
い

方
が
お
ら
れ
る
の
が
気
が
か
り
で

す
。
ご
快
復
を
願
っ
て
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。

▽
厚あ

っ
け
し岸

聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

　

九
月
は
、
釧
路
で
の
墓
地
礼
拝

も
あ
り
、
厚
岸
で
の
礼
拝
は
二
〇

日
の
み
。

　

こ
の
度
は
釧
路
よ
り
三
名
の
参

加
。
説
教
は
「
上
か
ら
の
知
恵
」

に
つ
い
て
。
福
音
書
を
通
し
て
、

幼
子
の
心
に
戻
る
こ
と
、更
に「
途

中
で
何
を
話
し
て
い
た
か
」
つ
ま

り
、
わ
た
し
た
ち
の
日
々
の
何
気

な
い
語
り
が
と
て
も
重
要
だ
と
言

う
こ
と
な
ど
を
分
か
ち
合
い
ま
し

教　会
だより

OCTOBER
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た
。

　

昼
食
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
有
名
な

ス
ー
パ
ー
主
婦
足
立
さ
ん
の
レ
シ

ピ
に
よ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
絶

品
！

　

教
会
会
計
、
礼
拝
日
程
、「
地

の
こ
と
」
も
話
し
合
い
、
握
手
を

持
っ
て
解
散
。

▽
釧
路
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　

上
平
更
神
学
生
の
実
習
が
終
わ

り
、
特
に
園
児
は
「
こ
う
く
ん
は

い
つ
戻
る
の
？
」
と
、
チ
ャ
プ
レ

ン
に
妬
み
の
心
を
お
こ
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

一
三
日
、礼
拝
後
墓
地
礼
拝（
含

マ
リ
ア
荒
井
房
子
の
分
骨
）、
当

日
は
雨
天
で
し
た
が
、
な
ぜ
か
礼

拝
時
は
雨
雲
が
遠
慮
し
て
く
れ
た

の
で
し
た
。
感
謝
。

　

一
年
間
の
話
し
合
い
の
末
、
一

信
仰
者
と
し
て
の
終
わ
り
を
見
つ

め
、
今
後
の
歩
み
を
整
え
る
こ
と

を
お
勧
め
す
る
「
信
仰
者
の
覚
え

書
き
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
一
般

的
に
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と

も
言
う
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
を
機

に
各
自
の
信
仰
が
強
ま
る
こ
と
を

祈
る
も
の
で
す
。

▽
稚
内
聖
公
会

　

九
月
二
〇
日
、
朝
五
時
旭
川
を

出
発
。
日
照
時
間
の
短
い
季
節
に

入
っ
た
こ
と
を
実
感
。
夜
明
け
の

天
塩
川
に
沿
っ
て
北
上
。
上
勇
知

の
與
賀
田
姉
宅
経
由
で
稚
内
へ
向

か
う
。池
袋
聖
公
会
の
高
野
さ
ん
、

高
校
で
倫
理
社
会
を
教
え
た
教
え

子
（
帯
広
在
住
）
と
共
に
利
尻
礼

文
へ
の
旅
行
の
途
中
、
礼
拝
に
出

席
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
教
え
子
と

旅
を
す
る
教
師
は
珍
し
い
。
師
弟

の
交
わ
す
会
話
に
感
慨
深
く
耳
を

傾
け
た
。
礼
拝
後
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
街
道
を
ひ
た
す
ら
南
下
。
雨
宮

司
祭
の
お
見
舞
い
に
網
走
へ
向
か

う
。

♪
〈
し
ず
か
な
、
そ
し
て
し
ず
か

な
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
〉で
あ
っ
た
。

▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会

　

九
月
一
三
日
「
創
造
の
み
わ
ざ

を
感
謝
す
る
礼
拝
」
が
行
わ
れ
、

信
仰
の
先
輩
と
し
て
見
本
を
示
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
と
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
謝
し
、

信
仰
の
継
承
を
願
い
共
に
お
祈
り

し
ま
し
た
。

　

九
月
二
三
日
、
今
年
も
秋
晴
れ

の
光
に
満
ち
た
中
、
地
域
に
あ
る

身
近
な
教
会
と
し
て
毎
年
恒
例
と

な
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
バ
ザ
ー
に

大
勢
の
方
を
迎
え
て
賑
わ
い
ま
し

た
。
準
備
に
関
わ
っ
た
多
く
の

方
々
の
奉
仕
を
労
い
、
収
益
が
各

地
の
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
、
感
謝
の

う
ち
に
解
散
し
ま
し
た
。

▽
札
幌
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

九
月
六
日
、
一
一
月
二
一
日
に

行
わ
れ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
に
向
け
て
、
ミ
カ
エ
ル
子

ど
も
聖
歌
隊
の
練
習
が
始
ま
る
。

　

一
三
日
、
下
澤
司
祭
胆
振
三
教

会
応
援
の
た
め
、み
言
葉
の
礼
拝
。

「
敬
老
長
寿
祝
福
・
子
ど
も
と
と

も
に
捧
げ
る
礼
拝
」
は
、
一
〇
月

四
日
に
延
期
と
な
る
。

　

二
〇
日
、
バ
ザ
ー
の
準
備
も
佳

境
に
入
り
、
幼
稚
園
と
協
力
し
、

教
会
婦
人
会
も
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー

ク
返
上
で
大
忙
し
。

　

二
七
日
、
ミ
カ
エ
ル
バ
ザ
ー
。

終
了
間
際
、
突
然
の
集
中
豪
雨
に

遭
う
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
無
事
終
了
。
盛
況
で
し
た
。

▽
紋
別
聖
マ
リ
ヤ
教
会

　

朝
夕
す
っ
か
り
寒
く
な
り
秋
も

深
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
紅
葉
も
裾

野
に
広
が
っ
て
美
し
い
で
す
。
九

月
七
日
、
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
は

西
興
部
の
木こ

む夢
に
バ
ス
遠
足
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
木
の
お
も

ち
ゃ
が
あ
る
施
設
は
園
児
の
歓

声
が
こ
だ
ま
し
て
お
り
ま
し
た
。

二
六
日
、
幼
稚
園
始
ま
っ
て
以
来

の
入
園
説
明
会
が
あ
り
一
三
組
の

家
族
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
教
会
で
は
エ
リ
ッ
ク
ソ
ン
久

美
子
姉
が
二
八
日
に
腰
の
手
術
を

受
け
ら
れ
ま
す
。
神
様
の
お
守
り

の
内
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
よ

う
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。

▽
新
札
幌
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

　

二
・
三
日
の
教
区
婦
人
会
総
会

に
は
菊
池
ま
つ
子
代
議
員
ら
五
名

と
司
祭
が
参
加
、
ミ
ニ
バ
ザ
ー
で

は
ゴ
マ
煎
餅
完
売
。
六
日
よ
り
阿

部
恵
子
聖
職
候
補
生
志
願
者
の
実

習
開
始
。
礼
拝
後
に
屋
内
の
掃
除

と
愛
餐
会
。
臨
時
委
員
会
で
は
教

区
予
算
の
再
々
検
討
と
蚤
の
市
の

相
談
。
一
三
日
、
ニ
コ
ラ
ス
の
前

身
・
大
谷
地
伝
道
所
時
代
の
ピ
ー

タ
ー
ヤ
ン
グ
伝
道
師
夫
妻
（
現
、

千
葉
県
畑
沢
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会

伝
道
師
）
が
来
訪
、
礼
拝
と
愛
餐

会
を
共
に
し
、
往
時
の
ス
ラ
イ

ド
を
見
、
楽
し
い
時
を
過
ご
す
。

二
七
日
、
婚
約
中
の
関
澤
家
の
長

女
・
美
育
（
み
く
）
姉
と
ク
リ
ー

マ
ン
兄
と
の
仙
台
基
督
教
会
で
の

聖
婚
式
が
報
告
さ
れ
皆
で
祝
福
。

主
に
感
謝
。

▽
有う

す珠
聖
公
会

　

九
月
一
三
日
、
皆
が
集
い
聖
餐

式
を
捧
げ
ま
し
た
。
懸
案
の
道
案

内
看
板
が
、
設
置
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
伊
達
市
が
設
置
し
た
観

光
案
内
看
板
だ
け
で
は
、
一
つ
手

前
の
Ｔ
字
路
を
通
過
し
て
し
ま
い

教
会
を
捜
し
き
れ
な
い
方
が
い
た

た
め
で
す
。
教
会
の
屋
根
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
ケ
ル
ト
十
字
を
デ

ザ
イ
ン
に
あ
し
ら
っ
た
看
板
で

す
。
設
置
を
許
可
下
さ
っ
た
ポ
イ

ン
ト
地
点
の
隣
家
の
ご
厚
意
に
も

感
謝
。
一
〇
月
の
聖
餐
式
、
二
五

日
の
午
後
四
時
か
ら
収
穫
感
謝
礼

拝
を
捧
げ
ま
す
。
過
去
二
年
続
け

て
き
ま
し
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
向
け
て
準
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。

▽
北
見
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

　

気
温
差
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、

先
日
礼
拝
中
に
ス
ト
ー
ブ
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
い
う
一
幕
が

あ
り
ま
し
た
。

　

九
月
一
三
日
（
日
）
主
教
巡
回

礼
拝
。
一
七
名
で
感
謝
と
賛
美
を

捧
げ
ま
し
た
。
集
合
写
真
の
後
、

主
教
様
ご
夫
妻
を
お
囲
み
し
、
楽

し
い
愛
餐
の
時
を
持
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
皆
で
葡
萄
の
収
穫
を
い

た
し
ま
し
た
。
収
穫
量
は
少
な
い

と
の
お
話
で
し
た
が
、
結
構
な
量

が
獲
れ
ま
し
た
。

　

実
は
、
主
教
様
の
礼
拝
説
教
途
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中
、
祭
り
の
お
囃
子
が
聞
こ
え
て

来
て
一
同
大
爆
笑
！
司
祭
の
緊
張

も
一
発
で
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

▽
網
走
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　

近
く
の
山
々
に
は
秋
を
感
じ
る

景
色
が
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
教
会
は
、
出
会
い
と
別
れ
の

一
ヶ
月
で
も
あ
り
ま
し
た
。
一

日
「
の
あ
」
に
新
し
い
子
が
入
所
、

久
し
振
り
に
女
の
子
が
加
わ
り
ま

し
た
。
教
区
婦
人
会
は
森
谷
姉
、

雨
宮
婦
人
が
出
席
。
四
日
、
藤
本

章
子
姉
逝
去
。
教
会
よ
り
司
祭
司

式
の
も
と
四
名
の
教
会
員
が
ご
奉

仕
し
ま
し
た
。
二
〇
日
、
東
峰
多

寿
姉
が
大
阪
に
て
逝
去
。
ペ
テ
ロ

教
会
と
は
深
い
関
係
を
持
た
れ
、

共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
姉
で

し
た
。

　

婦
人
会
、
聖
書
勉
強
会
、
ペ
テ

ロ
の
会
、
小
さ
き
群
の
中
に
も
神

様
の
臨
在
を
深
く
感
じ
ま
す
。

▽
室
蘭
聖
マ
タ
イ
教
会

　

教
会
の
祭
壇
に
秋
の
花
が
飾
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

信
徒
の
世
話
で
教
会
の
庭
の
花

が
数
種
類
と
信
徒
宅
の
庭
か
ら
献

花
さ
れ
る
花
と
で
祭
壇
費
が
援
助

さ
れ
助
か
り
ま
す
。

　

九
月
か
ら
司
祭
の
来
教
が
変
更

に
な
り
、
第
二
主
日
苫
小
牧
の
吉

野
司
祭
が
、
第
四
主
日
札
幌
よ
り

大
町
司
祭
が
、
何
れ
も
一
一
時
に

聖
餐
式
を
司
式
し
て
下
さ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
主
日

は
、
信
徒
に
よ
り
み
言
葉
の
礼
拝

が
守
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
も
う
間

も
な
く
暖
房
が
必
要
な
時
期
で
す

が
、
屋
外
の
タ
ン
ク
の
ゲ
ー
ジ
が

腐
食
し
て
水
が
入
り
業
者
に
修
理

を
依
頼
し
ま
し
た
。

▽
美び

ば
い唄
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　

朝
夕
が
寒
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ

が
必
要
に
な
る
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

九
月
六
日
、二
〇
日（
日
）は「
み

こ
と
ば
の
礼
拝
」
が
集
会
室
で
行

わ
れ
る
。
一
三
日
、二
七
日
（
日
）

は
池
田
司
祭
の
司
式
で
午
後
二
時

よ
り
聖
餐
式
が
行
わ
れ
る
。
そ
の

折
に
、
大
友
司
祭
の
結
婚
五
〇
年

記
念
誌「
朝
の
祈
り
」の
本
を
持
っ

て
こ
ら
れ
て
、
教
会
と
信
徒
に
と

い
た
だ
く
。
感
謝
。

　

集
会
室
の
椅
子
の
上
に
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
た
古
い
文
書
類
の

目
録
を
正
岡
兄
が
整
理
し
作
る
。

一
〇
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
る
会
計

担
当
者
会
議
に
正
岡
兄
が
出
席
の

予
定
。

▽
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

九
月
六
日
、
長
寿
祝
福
の
祈
り
。

植
松
主
教
様
の
司
式
に
て
、
礼
拝
堂

の
中
が
、優
し
い
笑
顔
に
包
ま
れ
て
、

共
に
お
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

昼
食
後
、
礼
拝
堂
に
て
教
会
音

楽
会
を
共
に
楽
し
む
形
で
、
お
祝

い
し
ま
し
た
。
男
性
グ
ル
ー
プ
の

フ
ォ
ス
タ
ー
の
「
オ
ー
ル
ド
・
ブ

ラ
ッ
ク
ジ
ョ
ー
」
も
懐
か
し
い
響

き
で
、
心
に
届
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
土
谷
修
二
さ
ん
・
洋
子

さ
ん
の
堅
信
式
。
他
教
派
か
ら
の

転
籍
で
す
。
修
二
さ
ん
は
聖
歌
隊

に
て
、
洋
子
さ
ん
は
、
婦
人
会
で

色
々
と
奉
仕
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
二
日
、
大
友
司
祭
様
・
美
奈

子
さ
ん
結
婚
五
〇
周
年
祝
福
の
式

で
し
た
。
静
粛
と
喜
び
の
感
動
。

▽
深
川
聖
三
一
教
会

　

九
月
一
日
、
成
田
市
在
住
の
脇

田
久
医
師
ご
夫
妻
墓
参
り
の
お
り

教
会
に
立
ち
寄
ら
れ
逝
去
記
念
献

金
を
捧
げ
ら
れ
る
。
感
謝
。
一

日
、
会
津
の
若
松
諸
聖
徒
教
会
越

山
哲
也
司
祭
ご
夫
妻
教
会
訪
問
さ

れ
る
。
一
日
、
神
奈
川
県
在
住
の

林
嘉
信
、
牧
人
ご
兄
弟
墓
参
り
、

逝
去
記
念
献
金
を
捧
げ
ら
れ
ご
両

親
の
冥
福
を
祈
る
。
七
日
、
道
北

分
区
の
牧
師
会
。
一
二
日
、
深
川

あ
け
ぼ
の
保
育
園
第
四
三
回
運
動

会
、
雨
天
に
よ
り
途
中
で
小
学
校

屋
内
運
動
場
を
借
用
し
決
行
、
無

事
終
了
す
。
一
三
日
、
郡
山
聖
ペ

テ
ロ
聖
パ
ウ
ロ
教
会
越
山
健
蔵
司

祭
夫
人
泉
さ
ん
ご
子
息
逝
去
一
七

年
記
念
の
礼
拝
に
出
席
す
る
。

▽
今
金
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

　

九
月
六
日
、一
八
時
よ
り
礼
拝
。

翌
日
の
故
山
崎
昭
利
兄
の
納
骨
式

の
た
め
、
遠
く
か
ら
ご
家
族
が
礼

拝
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
七
日
、
朝
の
礼
拝
。
農

繁
期
の
た
め
、
信
徒
の
礼
拝
は
極

め
て
少
な
い
時
期
で
す
が
、
函
館

か
ら
藤
井
家
の
お
嫁
さ
ん
と
一
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
の
お
孫
さ
ん
が

来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
度
は

収
穫
感
謝
日
に
来
て
く
だ
さ
い
。

大
勢
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

作
物
収
穫
の
手
応
え
に
、
神
に

感
謝
し
な
が
ら
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
♪
実
れ
る
田
の
面
は　

見
わ

た
す
か
ぎ
り　

穂
波
の
立
ち
つ
つ

輝
き
に
お
う
♪

▽
岩
見
沢
聖
十
字
教
会

　

九
月
一
九
日
、
幼
稚
園
『
第

四
八
回
運
動
会
』。
今
回
は
久
し

振
り
に
岩
見
沢
市
内
で
の
開
催
。

天
候
の
関
係
で
屋
内
の
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
て
。
ど
の
園
児
も
元

気
よ
く
競
技
に
参
加
。
特
に
全
園

児
リ
レ
ー
競
技
は
感
動
の
渦
に

包
ま
れ
る
。
思
わ
ず
「
ガ
ン
バ

レ
ー
！
」。

　

二
七
日
の
聖
日
は
、
み
言
葉
の

礼
拝
。
阿
部
恵
子
聖
職
候
補
生
に

よ
る
奨
励
。
お
祈
り
、
説
教
を
お

伺
い
し
て
い
る
と
、
福
音
派
の
教

役
者
の
よ
う
な
霊
性
の
高
さ
を
感

じ
る
。
信
徒
一
同
霊
的
に
満
た
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

主
の
器
を
岩
見
沢
に
遣
わ
せ
て
下

さ
っ
た
イ
エ
ス
様
に
心
か
ら
感
謝
。

▽
苫
小
牧
聖
ル
カ
教
会

　

教
区
主
教
よ
り
、
今
後
、
室
蘭

聖
マ
タ
イ
教
会
の
第
二
主
日
の
礼

拝
に
吉
野
司
祭
を
派
遣
し
、
当
教

会
に
は
そ
の
日
、
下
澤
昌
司
祭
を

派
遣
す
る
旨
、
教
会
委
員
会
に
お

話
が
あ
っ
た
。

　

二
七
日
第
三
一
回
バ
ザ
ー
開

催
。
高
橋
兄
丹
精
の
有
機
野
菜
の

数
々
。
炊
込
ご
飯
、
や
き
そ
ば
等

定
番
の
ほ
か
、
牧
師
手
作
り
の
味

噌
、
ケ
ー
キ
類
は
大
好
評
で
、
ま

た
た
く
間
に
売
り
切
れ
た
。
朝

曇
っ
て
い
た
空
も
晴
れ
上
が
り
、

幼
稚
園
や
教
会
も
皆
笑
顔
で
さ
わ

や
か
に
年
中
行
事
を
終
了
し
た
。

九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
加
藤
か
ほ

る
姉
の
お
名
前
は
旧
姓
で
し
た
。

正
し
く
は
、武
田
4

4

か
ほ
る
姉
で
す
。


